




ロ ボ ッ ト 支 援 鼠 径 ヘ ル ニ ア 修 復 術

日 本 最 多 の 施 行 実 績
当 科 は R T A P P を 2 0 2 1 年 1 0 月 か ら 開 始 し て 2 0 2 6 年 5 月 ま で に 2 5 9 例 施 行 し ま し た 。 本 邦 最 多 の 施 行 数 で す 。 そ の 実 績 を ま と め て
当 科 独 自 の 術 式 を 開 発 し て 籍 を 刊 行 し ま し た 。 今 ま で に 約 1 0 0 施 設 の 手 術 見 学 に 対 応 し 、 約 5 0 施 設 の 手 術 指 導 を 行 っ て お り 、 本 邦 に
お け る R T A P P の 中 心 施 設 と な っ て お り ま す 。

2 5 9 m
［ 2 0 2 6 年 5 月 3 1 日 現 在 ］

全 国 唯 一

五 刀 流 の 治 療 法

鼠 径 部 切 開 法
高 齢 や 併 存 挨 思 の た め に 全 身 麻 酔 の リ ス ク が
高 い 患 者 様 に 対 し て 、 展 椎 麻 酔 下 か 局 所 麻 酔 下
に て 施 行 し て い ま す 。 風 部 を 5 c m 皮 膚 切 開
し て 、 皮 下 組 織 を 別 離 し て 、 ヘ ル ニ ア 門 を 体 表 側
（ 前 方 ） か ら 、 メ ッ シ ュ と 呼 ば れ る 人 工 を 用 い て
蓋 を す る 方 法 で す 。

腹 腔 鏡 手 術
腹 腔 内 ア プ ロ ー チ T A P P

全 身 麻 酔 下 で 旅 行 し ま す 。 腹 部 に 約 l e m の 孔 を
3 カ 所 あ け て 、 腔 鏡 で 見 な が ら 、 駐 側 か ら
ヘ ル ニ ア 門 に メ ッ シ ュ と 呼 ば れ る 人 工 物 を 用 い
て 蓋 を す る 方 法 で す 。 創 部 が 小 さ く 、 術 後 務
が 軽 い た め に 社 会 復 が 早 い と い う 利 点 が
あ り ま す 。

腹 腔 鏡 手 術
腹 膜 外 ア ブ ロ ー チ T E P

全 身 麻 酔 下 で 旅 行 し ま す 。 腹 部 に 2 c m と 1 c m の
乳 を あ け て 、 駐 統 で 見 な が ら 、 歴 内 に は
入 ら ず に 、 腹 直 筋 後 箱 と の 間 を 別 離 し て 、
ヘ ル ニ ア 門 に メ ッ シ ュ と 呼 ば れ る 人 工 物 を 用 い
て 蓋 を す る 方 法 で す 。 内 に 着 が あ る 患 者
様 に 有 効 で す 。

ロ ボ ッ ト 支 援 下 手 術
全 身 麻 酵 下 で 旅 行 し ま す 。 腹 部 に 約 1 c m の 孔 を 3 カ 所 あ け て 、 高 精 度 3 D カ メ ラ
で 見 な が ら 、 多 機 能 を 持 つ 子 を 使 用 し て 希 数 な 手 術 が 可 能 で す 。 特 に
困 難 症 例 （ 再 発 ・ 巨 大 ・ 肥 満 ・ 着 ・ 術 後 ） に 対 し て 安 全 な 手 術 が 可 能 で す 。

腹 腔 鏡 下 ヘ ル ニ ア 門 縫 合 閉 鎖 術
L P E C   法

全 身 麻 酔 下 で 施 行 し ま す 。 2 歳 以 上 の 小 児 が 適 応 で す 。 隣 に 5 m m 、 右 側 部
3 m m の 乳 を あ け て 、 細 い カ メ ラ で 見 な が ら 、 ヘ ル ニ ア 門 を 非 吸 収 糸 で 終 っ て
閉 鎖 し て き ま す 。 前 が 小 さ く 目 立 ち ま せ ん 。

ご 紹 介 の 臨 床 指 標
脱 腸 と 診 断 し た ら 、 小 さ く て も 早 め に ご 紹 介 く だ さ い 。 径 部 ・ 部 ・ 腹 部 手 術 部 な ど に 勝 ら み （ 脱 ） が 生 じ た
場 合 は 、 早 期 対 応 が 重 要 で す 。 ヘ ル ニ ア は 自 然 軽 快 せ ず 、 徐 々  に 増 大 し 、 の リ ス ク も あ り ま す 。 大 き く な る ほ ど
手 術 は 困 難 と な り 、 忠 者 様 の 体 力 も 低 下 し て い き ま す 。 当 科 で は 低 侵 製 手 術 を 積 極 的 に 導 入 し て お り 、 径 ヘ ル ニ ア
手 術 の 多 く は 翌 日 退 院 が 可 能 で 、 術 後 管 理 も ほ と ん ど 必 要 あ り ま せ ん 。
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鼠 径 ヘ ル ニ ア 手 術 の 最 前 線
当 科 は 2 0 2 1 年 本 邦 初 の ロ ボ ッ ト 支 援 員 径 ヘ ル ニ ア 修 復 術 （ R T A P P ） に 関 す る 多 施 設 共 同 前 向 き コ ホ ー ト 研 究 に 参 加 し ま し た 。
腹 腔 鏡 手 術 に 比 べ て 、 よ く 見 え る カ メ ラ （ 高 解 像 度 3 D カ メ ラ ） の 下 で 、 精 報 に よ く 動 く 子 （ 多 関 節 機 能 、 手 ぶ れ 防 止 機 能 、 モ ー シ ョ ン
ス ケ ー ル 機 能 付 き ） を 用 い て 、 よ り 安 全 で 確 実 な 手 術 が 可 能 な こ と を 示 し ま し た 。 こ れ に 伴 い 手 術 時 間 の 短 縮 、 術 後 合 併 症 の 低 下 が
期 待 さ れ て い ま す 。 世 界 的 に は ア メ リ カ を 中 心 に 爆 発 的 に 普 及 し て お り 、 日 本 で も 2 0 2 6 年 6 月 か ら 保 険 収 載 さ れ ま し た 。 ロ ボ ッ ト 支 援
悪 性 脂 手 術 と 同 様 に 今 後 は 全 国 で も 爆 発 的 に 普 及 し て い く と 予 想 さ れ ま す 。

＜ 聖 路 加 国 際 病 院   松 原 延 人 先 生 と ）
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ロ ボ ッ ト 支 援
鼠 径 部 ヘ ル ニ ア
修 復 術

da 
Vinc

i Xi

水
 谷

   文
 俊

鼠 径 ヘ ル ニ ア 修 復 術 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル

医
 師

 を
 志

 し
 た 原

 点
 は

 、
 小

 学 6 年
 生

 の
 と

 き
 に

 目
 の

 当
 た

 り
 に

 し
 た 交

 通
事

 故 だ
 っ

 た
 と

 い
 う 。 血

 ま
 み

 れ
 に

 な
 り

 な
 が

 ら
 懸

 命
 に

 心
 護 マ

 ッ
 サ

 ー
 ジ

 を
続

 け
 る

 通
 行

 人
 の

 姿
 を

 前
 に 、

 「 自 分
 は

 何
 も で

 き
 な

 か
 っ

 た 」
 。 将 米

 の
 生

 き
 方

を
 悩

 ん
 で

 い
 た

 時 期
 で

 も
 あ

 り
 、

 そ の
 無

 力
 感

 が
 「 突 然

 命
 を

 失
 う

 人
 を

 救
 い

 た
 い

 」
と

 い
 う 思 い

 
に

 つ
 な

 が
 り 、 外 外

 科 医 を 志 し
 た 。

し
 か

 し 、 日 本
 で

 は
 重

 症
 外 傷

 の
 遊 例 数

 は
 限 ら

 れ て
 い

 る 。 外
 外

 科 医
 と

し
 て 生

 き
 て

 い
 く

 た
 め

 に
 は

 、 日
 常 診

 療
 で

 取
 り

 組
 む

 消 化
 器 飛

 手
 術

 を
 含

 め
 た

一
 般

 外 科
 手

 術 技
 術

 が
 必

 要 だ
 っ

 た
 。 一 般

 外 科
 医 と

 し
 て

 研
 録

 す
 る 中

 で
 担 当

し
 た

 の
 が

 径
 ヘ

 ル
 ニ ア

 診 療
 だ

 っ
 た 。

 と
 こ ろ

 が
 、

 水 谷 医
 師

 は
 当

 初
 
、

 こ
 の

手
 術

 が
 「

 大
 
嫌

 い
 だ っ

 た 」
 と 率

 直 に
 振

 り
 返

 る 。
 穴

 が 見
 え

 に
 く い

 、
 発

 が
 あ

 る
 、

達
 成

 感 が
 乏 し

 い
 
ー

 。 従 来
 術

 式
 へ

 の
 和

 感
 は

 強
 く

 、
 
決

 し
 て 興

 味
 を

 持
 て

 る
分

 野 で
 は

 な
 か

 っ た
 。

そ
 の

 印 象
 を

 大
 き

 く
 変 え

 た
 の

 が
 
、

 腹 監
 鏡

 下
 径

 ヘ
 
ル

 ニ
 ア

 手
 術 で

 あ っ
 た 。

視
 野

 が
 広

 が
 り

 、 小
 さ な

 傷 で
 治 療

 で
 き る

 。
 さ ら

 に T A
 P P ・

 T E P と
 い

 う
異

 な
 る

 術
 式

 を
 扱 う

 中
 で

 、
 「 患

 者
 さ

 ん
 ご

 と
 に

 最 適
 な

 方 法
 を

 選
 ぶ

 べ
 き

 」
 と

 い
 う

考
 え

 
に

 至
 っ

 た 。 特
 定 の

 術
 式 に

 固 教
 せ

 ず 、 患
 者

 さ
 ん

 に
 と

 っ
 て 何 が

 最
 善 か

 」 を
基

 準 に
 考 え

 る
 姿 勢 は

 、
 現

 在 の
 診

 療 学
 に

 も
 通 じ

 て
 い

 る
 。

現
 在 、 水

 谷 医
 師

 が
 力

 を 注
 い

 で
 い

 る
 の

 が
 、 ロ

 ボ
 ッ

 ト 支
 援 ヘ

 ル
 ニ ア

 手
 術

で
 あ

 る
 。 「 思

 
者

 さ
 ん

 に
 は

 よ
 り 良

 い
 手 術

 を
 、 そ し

 て
 外

 科 医 に
 も

 接 税
 可

 能 な
手

 術
 を 」

 
。

 そ
 の

 考
 え

 の
 も

 と
 、

 傷
 の

 小
 さ

 さ
 や

 精
 度

 向
 上

 だ
 け

 で
 な

 く
 、 術

 者 負
 担

の
 軽 減 や

 若 手
 外

 科 医
 の

 技
 術 習

 得
 に も

 大
 き な 可

 能
 性

 を
 感

 じ て
 い

 る
 と い

 う 。
長

 時 間
 立

 位 を
 強 い

 ら
 れ る

 腹 腔
 鏡

 手
 術

 に
 対 し

 、
 ロ

 ボ ッ
 ト

 手 術
 は

 座
 位

 で
 操

 作
で

 
き

 、
 手 ぶ

 れ
 補

 正 や
 3 D

 視
 野 も

 備
 え

 る
 
。

 高
 度

 な
 技

 術
 を

 次
 世

 代
 へ

 継 承
 し

や
 す い

 点 に
 も

 、 大 き な
 意

 義
 を

 感
 じ

 て
 い

 る 。
そ

 の
 根

 底
 に

 あ る
 の

 は
 、 恩 師

 か
 ら

 掛
 け ら

 れ た
 「 患

 者 さ
 ん

 は
 も っ

 と
 辛 い

 」
と

 い う
 言

 
葉

 だ
 。

 術 者 側
 の 苦 労

 以
 上

 に 、
 忠 者

 さ
 ん

 の
 不

 安 や
 痛

 み を
 重 視

 す
 る

姿
 勢 は

 、 今 も
 診 球

 の
 柏

 と
 な っ

 て い
 る

 
。

 さ
 ら

 に
 胸 に

 刺
 み 続

 け
 て

 い
 る の

 が
 、

「
 勝 負

 は
 一

 瞬
 、

 後 悔
 は

 一
 生

 」 と
 い

 う
 言

 葉
 だ

 。
 外

 科
 手

 術
 、

 特 に
 外

 手
 術

 は
そ

 の
 場 の

 判 断 が
 悪

 者 さ
 ん

 の 人 生
 を 左

 右
 す る

 世 界
 で

 あ
 る 。

名
 古

 屋
 抜

 済
 会

 務
 院

 は
 、

 全 国
 1 7 施

 設
 に

 よ
 る

 ロ
 ボ ッ

 ト 支
 援

 径
 ヘ

 ル ニ
 ア

手
 術 の

 臨
 床 研

 究 に
 も

 参
 画

 し
 
、

 全 国 有
 数 の

 症
 例

 数
 を

 重
 ね

 て
 き

 た 。
 現 在 は

日
 本

 ヘ
 ル

 ニ
 ア

 学
 会

 ロ
 ボ

 ッ
 ト 支

 援
 
径

 ヘ
 ル

 ニ ア
 手

 術
 特

 別 委
 員

 会 委
 員

 と
し

 て
 全

 国
 
の

 施
 設 支

 援
 や

 術 者
 育

 成 に
 も

 尽
 力

 し
 て

 い
 る 。 嫌

 い
 だ

 っ
 た

 手 術
 」 を

誰
 よ

 り も
 深 く

 考
 え 続

 け
 た

 探 究
 心

 と 柔
 軟

 な
 発

 想
 こ

 そ
 が

 、
 日 本

 の 鼠
 径 ヘ

 ル
ニ

 ア 診
 療 を

 前
 へ 進

 め る
 力

 と
 な っ て

 い
 る

 。
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ダ ヴ ィ ン チ サ ー ジ カ ル シ ス テ ム
（ ロ ポ ッ ト 支 援 鼠 径 部 ヘ ル ニ ア 修 復 術 ）
M e n t o r 資 格
外 科 部 長

水 谷   文 俊
M I Z U T A N I F U M I T O S H I

経 歴
三 重 県 出 身   岐 中 大 学 卒 業 後 、 大 垣 市 民 院 、
名 古 屋 大 学 用 属 病 院 、 回 数 公 務 員 共 済 組 合 薄 院 で 勤 務

資 格
日 本 外 科 学 会 専 門 医 ・ 岩 婆
日 本 消 化 器 外 科 学 会 専 門 医 ・ 指 導 医
日 本 消 化 器 学 会 専 門 医 ・ 指 導 医
日 本 内 視 鏡 外 科 学 会 技 術 認 定 ・ 評 議 員 ・ ロ ポ ッ ト 支 援 手 術
プ ロ ク タ ー 定 （ 大 腸 ・ 反 ヘ ル ニ ア ）
日 本 ロ ポ ッ ト 外 科 学 会 認 定 国 内 A 級 R o b o - D o e   P i l o t
ダ ヴ ィ ン チ サ ー ジ カ ル シ ス テ ム （ ロ ポ ッ ト 支 接 下 手 術 ） 術 者 資 格
ダ ヴ ィ ン チ サ ー ジ カ ル シ ス テ ム
（ ロ ボ ッ ト 文 換 反 部 へ ル ニ ア 復 術 ） M e n t o r 資 格
日 本 が ん 治 療 認 定 医 機 ． が ん 治 療 認 定 医
日 本 消 化 器 外 科 学 会 消 化 器 が ん 外 科 ※ @ 定 医
日 本 外 務 学 会 外 務 専 門 医
日 本 A c u t e   C a r e   S u r s e r y 学 会 認 定 外 科 医 ・ 評 議 員
日 本 腹 部 救 急 阪 学 会 部 救 急 認 定 区 ・ 評 議 員

日 本 臨 床 外 科 学 会 評 議 員
日 本 ヘ ル ニ ア 学 会 得 医 ・ 評 議 員
J E T E C イ ン ス ト ラ ク タ ー
T S A T （ T r a u m a   S u r g e r y   A s s i s t a n c e   T e a m ：
外 宿 外 科 手 術 支 接 隊 ） 派 医 師
日 本 D M A T 隊 員
I C D 制 度 協 議 会 イ ン フ ェ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル ド ク タ ー

マ ン モ グ ラ フ ィ ー 説 影 認 定 医
乳 腺 超 音 波 訖 ※ 認 定 医
脳 末 研 修 指 導 医
¾ 和 ケ ア 研 修 会 指 導 者 資 格
S N M 仙 骨 神 経 刺 療 法 （ 失 禁 ） 習 修 了
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